
　「IoT技術による生活・産業・観光の持続的向上」
　このビジョンの実現にむけた基盤となるのが、「まちのリ・デザインに向けた取組と一体となった情報基盤の整備」と、行政・民
間が保有する（新規及び既存の）データを共有する「生活の質向上・産業振興・観光振興に向けたサービスを創出するプラット
フォームの構築」である。

　【生活】 子育て世代、高齢者等に対し利便性の高いモビリティの確保に向けた交通基盤の整備や、人・自然等関連データの
　　　　　　取得及び既存データの活用による生活行動の最適化、災害時の安全確保に向けた対策や情報提供
　【産業】 Iot推進拠点を核とした新たな産業の誘致、インフラの一元管理と再エネ導入等の持続可能な自治体経営に向けた
　　　　　  産業の振興
　【観光】 大本山永平寺に向かうルートの景観形成も含めた門前まちなみの再構築と、観光情報のオープン化・活用の仕組み
　　　　　　の構築
　
　このビジョンを具現化するための最初のステップとし
て、当面は以下の取組の方向性が考えられる。

　①ベースとなるまちづくりと一体となった情報基盤の
整備と情報プラットフォームの開発
　子育て世代の定住や高齢者の生活を守るための拠
点・交通・環境整備、IoT推進による産業振興観光交
流拡大等まちづくりと一体となった情報基盤の整備を
推進するとともに、情報基盤から得られるデータ及び
既存のデータを共通プラットフォーム上で共有・活用
するためのシステム開発
　②IoT推進拠点の形成
　IoTを推進する新たな活動拠点を整備するとともに、
共通プラットフォームに集まる各種データを活用して
新たな提案や技術開発が可能な人材を誘致、育成す
るとともに、生活、産業、観光の観点から新たなサー
ビスを創出・支援

1

○提案内容

（１）実現したい都市のビジョン

地方公共団体名： 永平寺町（福井県）

（２）新技術の導入により解決したい都市の課題
※課題については、別紙３の（ア）～（シ）の課題分野への対応を記載ください（複数ある場合は、課題ごとに対応を記載くださ
い）

解決する課題のイメージ
課題の
分類

（ウ）

（ア）

（キ）

（カ）

（オ）

①防災
　行政に集まる防災情報を住民に迅速かつ効率的に伝えるためのシステムが必要である。そのためには、防災情
報を含めた様々な行政情報をワンストップに入手することが可能なツールと、住民がそのツールを使いこなせる仕組
みづくりが必要である。

②交通・モビリティ
　永平寺町では高齢者等の移動弱者の移動手段の確保のため、自動走行の実用化に向けた実証実験を行ってい
る。また、交通・物流事業者等の不足が課題となっている中で、効率的で利便性の高い移動サービスを実現するた
め、異なる輸送交通プラットフォームを連結させた新しいモビリティサービス（MaaS）の構築することが必要である。

③行政効率化
　人口減少や高齢化による財政緊縮化に伴い、行政事務や生活サービスの効率化が求められている。窓口対応な
ど定型業務については、効率、省力化を図り、複雑かつ多様化している住民ニースに対応するため、企画系業務に
注力する必要がある。

④医療・福祉
　高齢化の進展や、介護との連携から、在宅医療に対する需要が増加しているが、対応可能な医療機関や総合診
療医が不足している。

⑤観光・地域活性化
　大本山永平寺を訪れる参拝客は年間50万人を超え、観光は基幹産業となっている。しかし、旅行形態の変化（団
体旅行から個人旅行、宿泊旅行から日帰り旅行へのシフト）などにより、大本山永平寺訪れる参拝客はピーク時の3
分の1程度になっている。



④医療・福祉
　　高齢化が進む中、福井大学医学部附属病院と連携し在宅医療を行う町立診療所を2019年8月に開設する予定である。医療
機関同士のカルテの共有などにIoT技術が活用することにより、どの医療機関でも適切な治療が可能な環境が整備され、在宅
医療の需要に対応することが可能となる。

②インターフェース
　コアシステムから配信・利用が可能な情報へアクセスするためのインターフェースとして、町民向けには、ポータルサイト（パソ
コン・スマートフォン等で閲覧）と、町内で普及率の高いCATVを活用したシステムを導入する。観光客向けには、デジタルサイ
ネージ、ＡＲ等を活用し、即時性の高いまちの情報発信（災害情報含む）、多言語化を効率的に実現する。

③データ・システムを活用する仕組み
　上記により収集・統合されたデータを活用し、観光振興や町民の生活、インフラやエネルギー管理等における様々な課題の改
善に資する提案を生み出す仕組みを構築します。データを活用することで、以下のような新しいサービスの開発が可能になると
考えられる。
　（例）
　・災害時に、被災・復旧状況や避難所の状況等を迅速に一元化することで、観光客など一時滞在者も含めた被災者の移動
　　や安全確保の最適化を図る。
　・行政職員の事務処理状況をデータから解析し、行政サービスの改善・効率化の可能性を検討してシステムに反映する。
　・自動走行車等の町内の交通手段の情報を一元化し、ヒトやモノの最適な移動を提案するサービス（MaaS）を実現する。
　・電子カルテ情報を、医療機関や在宅医療の診療の効率化のみならず、普段の健康づくり支援や見守り等にも活用する。
　・センサー等から得られた観光客の流動・滞留の状況を分析し、観光戦略の立案に活用する。
　これらを実現していくためには、システムの構築・運用を支える人材に加え、データを的確に分析し、様々な主体と連携して新
規サービスの企画・開発を進めていくことのできる人材・組織を育成する必要である。IoT推進センター（仮称）を核として、ビジネ
スマッチングや技術支援を加速するための体制を構築する。

①防災
　町民にとっての情報アクセスのプラットフォームが整備されることで、防災情報等の必要な情報にアクセスできる環境が整う。

②交通・モビリティ
　コアシステムに掲載される移動などの各種情報を活用して運行の最適化を図ることができ、ヒトやモノの移動について、効率的
で利便性の高い新しいモビリティサービスを提供することが可能となる。

③行政効率化
　コアシステムの導入によりインフラの監視に係る人員の削減が可能になるほか、町民向けのインターフェースが整備されるこ
とによって窓口業務の効率化が期待されるとともに、企画系業務をはじめとした人員の再配置が可能となる。

（３）具体的に導入したい技術（既に想定しているものがある場合）

①ベースとなるまちづくりと一体となった情報基盤の整備と情報プラットフォームの開発
　最初のステップとして、交通基盤の整備や景観・環境整備等と一体となったるWebカメラや簡易水位計・積雪深計の整備を推
進する。その上で、これらデータに加え、GISを活用した危機管理クラウドとeコミマップ（いずれも防災科研）のシステムを組み合
わせることで、平常時はインフラの遠隔一元管理が、災害時には危険個所の発見から公開までをワンストップで実現できるプ
ラットフォーム（コアシステム）を導入する。さらに、このコアシステムに、行政のみならず民間事業者が保有する様々なデータを
搭載していく。
　（データ例 ： 自動運転車やバス・タクシー等の位置情報、観光地の駐車場の空き状況、医療機関での待ち状況　等）

（４）解決の方向性（イメージでも可）

④地域公共交通を効率的に運行するシステム
　生活を支えるサービスとして、交通手段の創出に向けて、自動運転の実証実験に取り組んでおり、実証実験によって得られた
知見をもとに、大本山永平寺への観光利用、町民の買い物や通院等の生活移動を支えるために、永平寺版MaaSの構築を目指
します。
　観光利用に関しては、駐車場に関する情報提供や決済システム等を活用した駐車場マネジメント、えちぜん鉄道及び参ろーど
での自動走行車両等を活用したシームレスな移動手段（観光MaaS）等を検討します。
　生活移動に関しては、点在する集落から医療施設や商業施設、交通結節点に効率的に人を運ぶため、需要対応型のラストマ
イル交通と基幹的な公共交通とを組み合わせたシームレスな移動手段（生活MaaS）等を検討します。

総合政策課

部局名 担当者 連絡先（電話） 連絡先（メール）

seisaku@town.eiheiji.fukui.jp0776-61-3942永田敦夫

・自動走行実証事業（経産省、国交省の実証地域に選定）
・IoTの推進
　　永平寺町ＩｏＴ推進ラボ（経産省により地方版IoT推進ラボに選定）
　　IoT推進センター（仮称）の整備（サテライトオフィス、テレワーク、コワーキングスペース等を整備予定）
・ＭａａＳの推進
　　永平寺町MaaS会議の開催（人や物の効率的で利便性の高い移動を実現するため、新たなモビリティサービスを構築）
・永平寺門前再構築プロジェクト（福井県、永平寺町、大本山永平寺）
　　旧参道の再生、河川改修、観光案内所（AIコンシェルジュ導入）整備、宿泊施設の建設
・町立診療所の開設（2019.8月開業予定）
　　福井大学医学部附属病院と連携した在宅医療の推進（総合診療医の配置）

○部局名・担当者・連絡先（電話及びメール）

（５）その他

⑤観光・地域活性化
　大本山永平寺に向かうルートの景観形成を含め、永平寺の魅力である「禅」の精神を活かしたまちなみの整備を進めることに
より、観光誘客を促進する。また、観光情報をオープン化・活用の仕組みを構築し、外国人観光客の誘致を推進する。

mailto:seisaku@town.eiheiji.fukui.jp


■ 永平寺町が目指すまちづくり



永平寺町は、福井県北部に位置し西部で
福井市、坂井市と隣接し、東部では勝山市
に接しています。
■ 人口 19,890人（平成27年度国勢調査人口）

■ 面積 94.43k㎡

■歴史文化資源
大本山永平寺、吉峰寺、松岡古墳群

■自然環境資源
九頭竜川 （サクラマス、鮎）

■特産品・農産品
日本酒、にんにく、ピクニックコーン、
たまねぎ、れんげ米

■交通環境
北陸自動車道・中部縦貫自動車道（IC5箇所）

えちぜん鉄道（11駅）

めぐる感動 心つながる清流のまち
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平成30年12月1日 福井新聞

■ 自動走行技術を活用したまちづくり

平成30年10月30日 県民福井 ２



上｜平成30年11月２0日日経新聞

右｜平成30年11月２0日福井新聞

■ 遠隔ドライバー１人が２台の車両を運用する
遠隔型自動運転の世界初の公道実証（2018年11月１９日開始）

３

＜ 実施体制 ＞



■ ＩｏＴ推進センター(仮称）の整備

１階 コワーキングスペース

２階 傘松閣（絵天井広間）

２階 ワークショップスペース

【ＩｏＴ推進センター（仮称）】
四季の森文化館１階をコワーキングスペース
トに改修し、多様な働き方を提案

平成30年7月19日 福井新聞 ４



■ 地域医療を支える「永平寺町立診療所（仮称）」の整備

介護
施設入所

生活支援
介護予防

通院・入院

病院：急性期、回復期、
慢性期

医療

通院できない
住民へは…

住民
永平寺町地域包括支援ｾﾝﾀー

医療や介護のトータル
コーディネートを
行います。

５

地域包括ケアシステム
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…太陽光パネル設置

・電力監視システム
（えちぜん鉄道本社内）

○太陽光発電設備 → 駅舎や自動走行車の電源に活用
○回生電力システム → 鉄道事業者のピークカットに活用
○電力監視システム → 発電量や使用電力量を監視し、鉄道事業者の負荷抑制を実施
○電気自動車充電器 → 一般車や自動走行車を充電

至 参ろーど

自動走行車用車庫

変電所屋根部 自動走行車屋根部

太陽光架台

太陽光架台

古市変電所

回生電力システム
（太陽光パネル架台下）

蓄電池システム
（古市変電所内）

見える化モニタ

急速充電器

自動走行車

電気自動車

急速充電器

普通充電器

駅舎電源（照明、空調等）

蓄電池

蓄電池

■ 環境にやさしい再生可能エネルギーの導入促進

６



■ 禅の空気を感じるまちづくり

７


